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 3 月初旬、地元の友人に誘われ、栃木

三峰山（ 605ｍ ）に出 かけた。 この 山の

麓の星野 の里はセ ツ ブンソウ で知られ 、

一 度 そ の 時 季 に 訪 ね て 見 た か っ た 山 で

もある。  

 栃木ＩＣで高速を下り 9 時半、星野部

落 の 御 嶽 山 神 社 の 駐 車 場 に 車 を 置 か せ

てもらった。 9 時 45 分出発で、神社境

内の石段を登った後、杉林の中を 15 分

程進むと清滝に出る。寒風の中、一心不

乱 に 滝 に 打 た れ る 修 験 者 の 姿 に 感 動 し

た。ここはやはり山岳修験者の山である。

こ こ か

ら 傾 斜

が 増 し

て 岩 混

じ り の

登 り に

な り 、

間 も な

く 普 寛

霊 神 の

祠に出て一休み。これから先は岩を乗り

越し乗り越しの急登が続き、 10 時 50 分

ようやく主稜線に飛び出した。主稜線を

右に 5 分程も進んだ所が奥ノ院で、神皇

産霊尊、天之御中主尊、高皇産霊尊の三

尊 立 像 が 鎮 座 ま し ま す 立 派 な 石 祠 が あ

る 。 展

望 が 開

け 、 表

日 光 の

連 山 が

良 く 見

え た 。

少 し 早

いがここ で昼 食休憩 。  11 時半出 発で

先の分岐まで戻り、そのまま尾根道を三

峰山本峰に向かう。ここは修験者の山巡

り修行の順路のようで、時折り白装束姿

の修験者に行き会い、道を譲って黙礼し

た 。 八 坂 様 分

岐 を 過 ぎ 、 急

な 岩 場 を 一 登

り す る と 権 現

山 。 そ こ か ら

急 傾 斜 を 下 り 、

倶 利 伽 羅 分 岐

か ら 登 り 返 し 、

三 峰 山 本 峰 到

着 12 時半。木

立 に 囲 ま れ た

山 頂 は 石 祠 が

あ る だ け で 残

念 な が ら 展 望

はゼロ。下山は、倶利伽羅分岐まで戻り、

慎 重 に 足 場 を 選 び な が ら 倶 利 伽 羅 不 動

尊まで急降下。その後も岩場の下降が連

続し、最後は鍾乳洞のある浅間大神の前

から約 10ｍの 断崖を 鎖にすが って 下降

し 、 13 時 半 、

や っ と 林 道 に

到 達 し た 。 緊

張 が 解 け 、 さ

す が に ホ ッ と

した。  

 後 は 林 道 の

ブ ラ ブ ラ 歩 き

で 、 駐 車 場 帰

着が 14 時。帰

り が け 、 星 野

の 里 の セ ツ ブ

ン ソ ウ 園 を 見

物 し た 。 広 い

園 内 の 遊 歩 道

に 沿 い 、 見 上

げ れ ば ロ ウ バ

イ 、 足 元 に は

セ ツ ブ ン ソ ウ

が 今 を 盛 り と

咲 き 乱 れ て い

た。  
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